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山 本 須 美 子* 
 
The Factors of School Success among Second Generation Chinese in the 
Netherlands: Based on the Interviews with Recipients of Academic Awards  





The purpose of this paper is to reveal factors contributing to school success among recipients of 
academic awards and to reconsider the discussion of school success, or lack of success, among 
second-generation Chinese according to the parents’ and students’ understanding of academic 
achievement and the deposition of social capital produced by the Man Clansmen Association. The 
findings are based on interviews carried out by the author in February 2015 with 10 recipients of 
academic awards granted by the Man Clansmen Association, which was established in the 
Netherlands in 2000 for people with the surname Man. Survey results indicated that parents wished 
for their children to graduate from school in order to become independent but that they did not enforce 
or help with studies and were not fixated on their child’s school level or future employment. In addition, 
the parents did not form human relations centered on the Man Clansmen Association, and receiving 
academic awards was largely unconnected to the parents’ honor and pride. Receiving an award was not 
important to either the students or their parents, with the exception of parents in their 80s. Thus, 
even in the Man Clansmen Association, which is the only provider of academic prizes among 
associations for second-generation Chinese in the Netherlands, no deposition of social capital was 
linked to academic achievement.  
A factor in the award recipients’ academic success is that parents stress education as a means for 
their children’s independence in a lifestyle in which parents do not put pressure on their children or 
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help with their studies and in which parents themselves are required to work long, hard hours. Within 
such a lifestyle, the children have developed independence and live without relying on their parents, 
having developed a sense of responsibility and diligence. This conclusion demonstrates that the factors 
of academic success can be explained by the parents’ socioeconomic status and social capital, a new 
point of view that has not been identified in previous research on the academic success or non-success 
of second-generation Chinese.  
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は じ め に 
 アメリカでベストセラーとなり中国式の子育てをめぐって議論を巻き起こした A. チュア




す影響を無視していると批判された［Lee and Zhou 2014］。 
マイノリティの子どもの学校適応・不適応1)については，文化か構造かをめぐって議論され
てきたと指摘されている［e.g. Gibson 1988, Ngo and Lee 2007］。文化に基づく説明は，学校
と家庭のもつ文化的価値の差異に焦点を当て，構造に基づく説明は，階級間の不平等再生産を





応・不適応に果たす役割に焦点を当てた検討がされてきた［Ngo and Lee 2007］2)。 
                                                          
1) ここでの「学校適応」とは学校で比較的高い成績を上げ，問題が顕在化することがなく学校を卒業する
ことを，「学校不適応」とは成績不振や留年や欠席や退学等の問題を抱えることを指すものとする。 
2) アメリカに 1965 年の移民法改正以降に移住してきた移民第二世代の学業達成や適応様式を説明した理
論である A. ポルテスと M. チョウによる「分節化された同化理論（Segmented Assimilation Theory）」
［Portes and Zhou 1993］でも，親の人的・経済的資本が不足していても，エスニック・コミュニティ
















オランダには約 2,500 人が在住し，文氏宗親会は 1977 年にロンドンに，2000 年にオランダに
設立された［Man 2011: 2］。文氏一族の 9 割以上の郷村である香港新界の新田村については，






大切なことなのであると説明されている［ワトソン 1995: 215］。 
オランダに移住した文氏の人々も宗族成員との人間関係を重視していたと考えられるが，オ
ランダに宗親会が設立されたのは，第一世代の多くが引退の年齢になった 2000 年であった。
                                                                                                                                                        
の価値と連帯を保持することによって補うことができれば，社会的上昇を果たすと指摘された。 
3) 山本［山本 2014; Yamamoto 2015］は，パリの温州系新移民の子どもにみられる学校不適応について
検討しているが，これは中国系の子どもの教育に関する稀な研究である。 




関準備学校は 5 年制で高等職業教育機関（HBO）に，下位レベルの中等職業訓練学校準備学校は 4 年
制で中等職業訓練学校（MBO）に進む。51 人中，大学院卒 7 人，大学院在学中 2 人，大卒 20 人，大
学生 1 人，HBO 卒 8 人，HBO 在学中 3 人，HBO 中退 2 人，MBO 卒 4 人，VWBO 卒 3 人，中学校中













オランダの中国系アソシエーションは 1970 年代以降に多数設立され，2000 年代には 150 団
体以上となったが6)，その中で学業達成賞を提供しているのは， も有力な同姓団体である文












方法としては，2015 年 2 月に筆者が実施した学業達成賞受賞者 10 名へのインタビューに基
づいて，受賞者や親による学業達成の捉え方と，文氏宗親会の生み出す社会関係資本が学業達
成に果たす役割を明らかにし，これらのインタビューから析出できる受賞者の学校適応の要因
を検討する。10 名のインタビュー対象者の属性については表 1 に示したが，インタビューから
読み取れる 10 名に共通していると捉えられる学校適応の要因を検討する。また，親の子ども
の教育への態度については，子どもが親による自らの教育への態度をどのように捉えているか
                                                          
5) 山本は別稿［2015a］で，文氏宗親会の活動に参加することが，第一世代と 2009 年に結成されたジュ
ニア部門の若者のそれぞれに対してどのような役割を果たしているのかを明らかにすることを通して，
宗族の一員としてのアイデンティティの世代的変化を明らかにし，文宗族の持続性について考察した。 
6) オランダの中国系アソシエーションの詳細については，山本［2014: 90-99］参照。 







て検討する。V では IV で析出した調査結果に基づいて，受賞者の学校適応の要因を検討し，
それを中国系移民の学校適応・不適応をめぐる議論に位置づけて考察する。 
 
表 1  インタビュー対象者（文氏：学業成就賞受賞者）の属性表 




不参加 VWO 未婚 無 59歳 新田村 1972年（16歳） 高校中退 コック オランダ 49歳 香港 1982年（18歳） 高校中退 ウェイトレス オランダ
2 M 28歳 献血会社社員 不参加 修士
既婚（中国
出身留学生）
無 60歳 新田村 1967年（15歳） 小学校卒 レストラン経営 オランダ 53歳 流浮山 1976年（14歳） 小学校卒 ウェイトレス オランダ
3 M 2７歳銀行員 参加 学士 未婚 無 60歳 新田村 1967年（1２歳）
高校卒
（オランダ）




4 F 29歳 銀行員 参加 修士 未婚 無 60歳 新田村 1967年（1２歳）
高校卒
（オランダ）














オランダ 49歳 香港島 1989年（23歳） 看護学校卒 ウェイトレス オランダ






小学校卒 コック・引退 オランダ 80歳 米埔村 1966年（31歳） 小学校中退 ウェイトレス オランダ








8 F 23歳 大学生（医学） 不参加 VWO 未婚 無 52歳 錦田村
1990年
（27歳位）




















10 F 33歳 旅行社社員 参加 HBO 未婚 無 59歳 新田村 1972年（16歳） 高校卒
レストラン経営・
引退




I  中国系移民の学校適応に関する先行研究の整理 
中国系移民の教育に関する研究は，中国系アメリカ人を対象に学校適応の理由を説明したも











                                                          


































                                                                                                                                                        
2000: 19］。 
8) 「フレーム」を我々が社会生活を観察し，解釈，そして分析するレンズとして捉えているゴフマン
［Goffman 1974］に依拠している［Lee and Zhou 2013］。 
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ーチからイギリスの中国系の子どもがなぜ成績が良いのかを論じた L. アーチャーと B. フラ
ンシスは，中国系の親 30 人にインタビューを行い，全員が子どもにとって教育が大切である
と信じているとして，そうした親の教育への態度が子どもの高い学業成績につながっていると
指摘した［Archer and Francis 2007: 75］。 








された「成功の民俗理論（folk theory of success）」を読み取り，中国系第二世代の学校適応の
























II  文氏一族のオランダへの移住史とインタビュー対象者の位置づけ 
1  文氏一族の移住史 












 戦後 1950 年代になると，新界では，中国から移住してきた農民たちが小面積の土地を借り，
香港の都市市場向けの野菜を生産し，米を基盤とする従来の経済を一変させるいわゆる「野菜









華料理店を開いた［ワトソン 1995: 70］。労働力不足から 1964 年外国人労働許可法によって
外国人に働く権利を与えたオランダには，イギリスのパスポートを保持していれば再移住でき，
ベルギーや西ドイツにも移住する者もいた［Man 2011: 56］。1960 年代後半には少なくとも
1,000 人の新田村からの移民がヨーロッパで暮らし，約 600 人はイギリス，350 人はオランダ，
50 人が西ドイツとベルギーにいた［ワトソン 1995: 30］。2009 年から 2010 年にかけてマンが
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調査したオランダの文氏 116 人の移住年によれば，連鎖移民は 1950 年代に始まり， 初のピ
ークは 1962 年，第二のピークは香港で政治暴動の勃発した 1967 年で，1968 年以降 1975 年







 中国料理に関わる飲食業は 1960 年代から 1970 年代に繁栄を極め，1946 年から 1950 年に










2  インタビュー対象者の属性 
 インタビュー対象である文氏宗親会学業達成賞受賞者 10 名は全員オランダ生まれの第二世
代で，7 名は 20 代，2 名は 30 代，1 名は 40 代である［表 1 参照］。学業達成賞授与が開始さ
れたのが 2006 年なので，40 代が大学卒業時にはまだ開始されておらず，40 代女性（事例 6）
の場合は就職後の通信教育による修士号取得時に受賞していた。10 名中 4 名が修士課程卒，2
名は大卒であり，1 名は大学院生，3 名は大学生，30 代女性（事例 10）は高等職業教育機関（HBO）
卒である。オランダでは小学校 終学年 12 歳で「シト・テスト（Cito Toets）」という全国統
一テストを受け，中等教育入学時に 3 レベルに分かれる。8 名は上位レベルの研究大学進学準




 インタビュー対象者の父親は 50 代後半から 60 代，母親は 40 代から 50 代である。40 代女
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性（事例 6）の両親だけが 80 代である。父親 8 名は新田村出身，1 名は錦田村出身であり，現
在は父親 5 名と母親 3 名が新田村か錦田村に帰還しているか近いうちに帰還する予定である。
職業に関しては，父親 2 名が中華料理店を経営，6 名がコックとして働き，1 名がエンジニア
であった。母親は全員がウェイトレスとして働いていた。学歴は両親共に低く，小学校中退か
小学校卒，あるいは高校中退か高校卒であった。 
 父親 4 名（事例 3, 4 の姉弟，事例 5，事例 9，事例 10 の父親）は，先に移住した祖父が経営
するレストランで働くためにオランダに移住していた。事例 3 と事例 4 の姉弟の父親は移住後
にオランダで高校を卒業し，祖父の経営するレストランを手伝いながらエンジニアとして働い
た。事例 5 と事例 10 の父親は，移住後オランダの高校を中退し，祖父の経営するレストラン
で働き，事例 5 の父親は，レストラン閉店後はスーパーのマネージャーとなり，事例 10 の父親
は，祖父母の老後の面倒を看るために 10 年前に新田村に帰還した。事例 9 の父親は，祖父の
経営するレストランで働くために 18 才でオランダに来たが，祖父死亡後はドイツでコックと
して 20 年間働いた。母親は全員，オランダ移住後にオランダで教育を受けた者はいなかった。 
 
III  学業達成をめぐるフレーム――インタビュー結果から 
本章では，学業達成賞受賞者へのインタビュー結果に基づいて，受賞者と親の学業達成賞受
賞や学業達成の捉え方，親の子どもの教育への態度，そして文氏宗親会が生み出す社会関係資
本について検討し，リーとシュウ［Lee and Zhou 2014］が用いたのと同様の意味での学業達
成をめぐるフレームを析出する。 
 
1  受賞者にとっての学業達成 
ここでは，受賞者が学業達成をどのように捉えているのかを，（1）学業への姿勢，（2）進路
選択とキャリア，（3）学業達成賞申請理由と授賞式の感想，という 3 点から検討する。 
（1）学業への姿勢 



















 修士課程で社会学を学ぶ 20 代男性（事例 5）は，下位レベルの VWBO から中位レベルの














30 代の会社員男性（事例 7）は，小学校ではとても成績が良く VWO から大学，大学院に進
み修士号を取得している。 
 
小学校から VWO の 3 年生までは一生懸命勉強したけど，4 年生になって考え方が変わ
った。人生は勉強だけではないと思うようになって，試験に受かる程度に勉強すればいい
と考えるようになった。大学と大学院は通常 5 年で終えるのを 8 年かかり，何とか修士号
を取ったけど，勉強の仕方が浅く，内容を本当には理解していなかった。 
  








 大学生男性（事例 9）は，ドイツで生まれ，5 才でオランダに両親と共に移住した。 
 
小学校入学時はオランダ語がわからなかったので成績が悪かったけど，オランダ語の力














 20 代男性会社員（事例 2）は，語学が好きではなく遺伝子に興味があったので，大学では生
物学を専攻した。大学卒業後は献血会社に就職し，献血者の血を検査し，部分的に取り出して
血を販売する仕事に携わっている。 






















 中国系旅行会社で働く 30 代女性（事例 10）は，ウィンド・ディスプレイを学びたかったが
HBO では学べなかったので，下位レベルの MBO で 3 年間学んだ後，興味を持ったマーケテ















 毎年約 300 人が出席する中秋節の夕食会での授賞式に参加した者は 10 名中 6 名であった。
欠席した 4 名は，仕事や学業等で都合がつかず参加していなかった。授賞式に不参加の場合，
家族が賞金と盾を事務所で受け取った。 



















 40 代女性（事例 6）は，毎年両親が夕食会に参加し，授賞式には両親と兄，妹 2 人も列席し，







 20 代大学生（事例 9）は，父親と義理の兄，いとこ数人と一緒に受賞し，100 ユーロがもら
えたのが良かったと述べたが，受賞者にとって受賞は重要視されていないことがわかった。 
 
2  親の教育への態度 




校内の中国系生徒で唯一 VWO を修了して受賞した 20 才大学生（事例 1）は，父は受賞を


























HAVO に進む程成績が良くなくて VWBO に行くと言った時も失望することもなく，「そう
なの」と言っただけだった。私の中国系の友人も親が勉強を強いることはなかったと言っ
ている。成熟年齢が人によって違うのだから，親は子どもに何かを押し付けてはいけない






























活動への参加者の大半は，60 代から 70 代の第一世代であり，旧正月の夕食会の参加者は約 50
人，中秋節の夕食会は，家族で参加する人も多く 300～400 人で，ジュニア会員も 20～30 人
参加し， 大の行事となっている。2009 年に設立されたジュニア部門には約 170 人が登録し
ているが，シニア部門の行事に参加するだけではなく，独自にハロウィーンと夏休み，クリス
マスにイベントを開催している9)。 




                                                          
9) 文氏宗親会の活動について詳しくは，山本［2015a］を参照。 
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6 の 80 代の父親以外は，ワトソンが調査した 1960 年代後半にはまだ 10 代前半から中頃であ
り，現役でレストラン業に携わっていた時期よりも 60 代前後になった現在の方が人付き合い
が多くなっていた。80 代の事例 6 の両親も，中国系年配者が集まる他のアソシエーションに毎
週通って文氏以外の人とも交流をしていた。 
事例 2 と事例 7 の父親は文氏宗親会の活動には参加したことはなく，学業達成賞については
新聞で知って，子どもに教えていた。事例 5 の場合，祖父が毎年自分たち兄弟を連れて夕食会
に参加していたが，父親は香港が好きではなく活動に参加したことはなかった。それ以外の 6
名の父親は夕食会や日帰り旅行に何回か参加したことがあり，事例 1 と事例 6 の父親は，母親
も伴って毎週アムステルダムのチャイナタウンにある事務所を訪れて麻雀等を楽しんでいた。 
10 名の内，親が自らの受賞を喜び，授賞式での受賞を誇りにしていたのは，文氏宗親会設立







次に，インタビュー対象者と文氏宗親会との関わりについてだが，10 名中 6 名は親に伴って
夕食会に参加した者もいるが，ジュニア部門の活動に参加したことはなかった。事例 2 は新聞
を見た父親から学業達成賞を知らされるまで，文氏宗親会の存在を知らなかった。 
事例 3 は，文氏宗親会のジュニア部門の SNS に加わり，3 年前にジュニア部門の企画した夕
食会に 1 度だけ参加したことがあった。知らない人と知り合えるのは良かったと言ったが，関
係を持続させていなかった。事例 5 が参加した唯一の活動は，宗親会が初めて企画した 3 年前
の新田村訪問旅行であった。この旅行にはジュニア会員約 15 名とシニア会員 5 名が参加し，
歴史的建造物を訪問し，文氏宗族の背景を学んでとても興味深いものであったと語った。事例


































校教育を手段として社会的に上昇していた。また，10 名中 5 名は，親か祖父，親族の経営する
























































お わ り に 
以上本論は，文氏宗親会学業達成賞受賞者へのインタビューから，オランダの中国系第二世
代の学校適応の要因を検討した。ここで「第二世代」としたインタビュー対象者は，20 代が中
心であり，その親は 40 代から 60 代で「第一世代」として括れる。しかし，40 代の親は，「第








 本論は，科研費基盤研究（B 海外学術調査）研究課題「EU における移民第二世代の学校適
応・不適応に関する教育人類学的研究」（研究代表者：山本須美子，平成 24 年度～27 年度）の
研究成果である。 
                                                          
10) 多文化主義政策を象徴する 1979 年の「エスニック・マイノリティ」と題する報告書から用いられた「エ
スニック・マイノリティ」には，階層的地位が低くないという理由で含まれなかった［Benton and Pieke 
1998: 157］。 
11) ここでは 2012 年から実施されているアムステルダムとロッテルダムの成功したモロッコ系とトルコ
系第二世代へのインタビュー調査の結果に基づいている。これは，ヨーロッパ 7 カ国の移民第二世代成
功者へのインタビュー調査による国際比較研究「成功への道: Pathways to Success Project」の一環と
して実施されたものである。 
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